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新庄市農業委員会

　
７
月
２５
日
の
豪
雨
に
よ
り
市
内
各
地
で
土
砂
崩
れ
が
起
こ

り
、
圃
場
の
法
面
崩
壊
や
土
砂
の
流
入
な
ど
甚
大
な
被
害
が

生
じ
ま
し
た
。
当
農
業
委
員
会
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
た

現
地
確
認
調
査
を
基
に
、
被
害
状
況
の
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
で
農
地
の
早
期
復
旧

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
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　昨
年
７
月
２５
日
か

ら
の
大
雨
で
、
多
く

の
方
々
に
被
害
が
及

び
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
復
旧
・
復
興
が

な
さ
れ
て
い
な
い
地
域
が
多
数
あ
り
ま
す
。

災
害
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
き
た
当
地
域

で
す
が
、
気
候
変
動
に
よ
り
毎
年
の
よ
う

に
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
農
業
委
員

会
と
し
て
も
復
旧
・
復
興
の
一
助
と
な
る

よ
う
に
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　今
、
市
内
４０
地
区
に
お
い
て
「
地
域
計

画
」
の
策
定
に
向
け
た
「
地
域
座
談
会
」

を
、
農
林
課
を
中
心
に
農
業
委
員
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
及
び
農
業
協
力
委

員
並
び
に
関
係
機
関
が
協
力
し
て
行
っ
て

お
り
ま
す
。
地
域
計
画
は
１０
年
後
の
「
農

業
を
担
う
者
」
を
明
確
に
す
る
た
め
の
大

切
な
プ
ロ
セ
ス
と
な
り
ま
す
の
で
、
地
域

の
実
情
に
沿
っ
た
計
画
に
な
る
よ
う
進
め

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、「
地
域
計
画
」
は
策

定
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
継
続
し
て
地

域
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
後
も
引
き
続
き
「
話
し
合
い
」
を
続
け

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
４
月
に
最

上
地
域
に
念
願
の
４
年
制
大
学
で
あ
る

「
県
立
東
北
農
林
専
門
職
大
学
」
が
開
校

し
ま
し
た
。
１１
月
１
日
に
は
、
同
大
学
大

講
義
室
に
お
い
て
同
大
学
教
授

　小
沢
亙

　農
林
業
経
営
学
部
長
よ
り
貴
重
な
お
話

し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
沢
氏
か

ら
農
業
委
員
会
に
期
待
す
る
役
割
は
「
若

者
、
新
規
就
農
者
と
地
域
の
よ
ろ
ず
相
談

役
」
と
い
う
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
を
心
に
と
め
「
若
者
、
新
規
就
農

者
」
が
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
良

き
相
談
役
と
な
り
、
ま
た
新
規
参
入
者
の

育
成
、
農
業
及
び
地
域
の
持
続
的
発
展
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

新
庄
市
農
業
委
員
会

　会
長

　浅

　沼

　玲

　子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
稲
舟
班
）

謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
ま
す
。

本年もどうぞよろしくお願いいたします
浅

　沼

　玲

　子

笹

　
　
　行

　也

松

　田

　浩

　一

早
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指
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村
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令和6年度新庄市農業委員会の活動
　７
月
２５
日
に
最
上
地
方
を
今
ま
で
に
な
い
豪
雨
が
襲

い
ま
し
た
。
大
雨
特
別
警
報
が
二
回
発
令
さ
れ
、
短
時

間
に
大
量
の
降
水
が
あ
り
、
各
所
で
河
川
の
氾
濫
や
土

砂
崩
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。

　事
後
対
応
と
し
て
新
庄
市
農
業
委
員
会
で
は
市
内
を

巡
回
し
、
農
地
等
の
被
害
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
多

数
の
農
地
の
崩
落
や
、
冠
水
に
よ
る
農
作
物
の
病
害
の

発
生
等
が
見
受
け
ら
れ
、
改
め
て
被
害
の
甚
大
さ
を
感

じ
て
き
ま
し
た
。

　近
年
は
異
常
気
象
に
よ
り
各
地
で
大
き
な
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
農
業
者
は
、
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
の
防
災
対
策
を

怠
ら
ず
、
被
害
を
最
小
限
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。　被

災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
切
に
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 

（
萩
野
地
区

　奥
山

　
　久
）

　１１
月
１
日
、
最
上
地
方
農
業
委
員
会
協
議
会
が
主
催

す
る
令
和
６
年
度
最
上
地
区
農
業
委
員
会
合
同
研
修
会

が
、
今
年
度
開
学
し
た
東
北
農
林
専
門
職
大
学
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
同
大
学
農
業
経
営

学
部
の
小
沢
亙
氏
を
講
師
に
、「
東
北
農
林
専
門
職
大
学

と
地
域
〜
大
学
が
期
待
す
る
連
携
〜
」
に
つ
い
て
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　講
演
は
農
業
従
事
者
が
不
足
し
て
い
る
現
状
や
推
計

の
説
明
に
始
ま
り
、
東
北
農
林
専
門
職
大
学
の
紹
介
へ

と
進
み
ま
し
た
。
実
践
的
な
農
業
者
を
育
て
る
目
的
で

創
設
さ
れ
た
同
大
学
は
実
習
を
重
視
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
徴
的
な
の
が
、
臨
地
実
務

実
習
で
東
北
各
地
の
農
林
業
経
営
体
を
研
修
先
と
し
て

３
年
間
で
９０
日
間
通
う
と
い
う
も
の
で
す
。
大
学
が
期

待
す
る
連
携
の
実
現
に
向
け
て
は
、
学
生
達
と
積
極
的

に
交
流
を
持
つ
こ
と
が
農
業
委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
役

割
で
あ
る
よ
う
で
す
。 

（
新
庄
地
区

　三
原

　幸
一
）

　１１
月
１１
日
、
令
和
６
年
度
農
業
委
員
会
大
会
が
や
ま

が
た
県
民
ホ
ー
ル
（
山
形
市
）
で
行
わ
れ
、
当
委
員
会

で
は
１６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　開
会
行
事
に
始
ま
り
、
新
庄
市
農
業
委
員
会
の
浅
沼

玲
子
会
長
に
よ
る
農
業
委
員
会
憲
章
、
農
林
水
産
大
臣

表
彰
と
続
き
ま
し
た
。

　大
会
で
は
、
山
形
県
農
業
会
議
創
立
７０
周
年
記
念
講

演
と
し
て
「
農
業
委
員
会
系
統
組
織
が
歩
ん
だ
７０
年
と

今
後
の
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
、
農
業
委
員
会
制
度
の
変

遷
、
山
形
県
農
業
会
議
の
活
動
と
成
果
等
の
話
が
あ
り
、

「
村
、
地
域
な
く
し
て
農
地
は
動
か
せ
な
い
」
と
い
う

言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　ま
た
、
活
動
事
例
報
告
と
し
て
、
朝
日
町
農
業
委
員

会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
地
域
計
画
の
協
議
の
場
を
含
む
）
を
行

い
話
し
合
い
を
進
め
て
い
た
り
、
県
外
農
業
委
員
会
と

の
交
流
や
視
察

を
行
っ
た
り
と

活
発
な
活
動
が

紹
介
さ
れ
ま
し

た
。　最

後
に
大
会

宣
言
、
ガ
ン
バ

ロ
ウ
三
唱
を
行

い
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
八
向
地
区

  

松
田

　浩
一
）

農業委員会の主な仕事

①優良農地の確保と有効

　利用のために、遊休農

　地所有者に対する意向

　の確認や農地台帳によ

　る情報管理。

②担い手への農地利用

　の集積・集約化のた

　め、農地の利用調整

　やあっせん

③農地等の利用最適化

　のため関係行政機関

　への意見の提出

④農業者年金の

　加入推進

《
農
業
委
員
》

《
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
》

豪
雨
災
害
に
つ
い
て

豪
雨
災
害
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
大
会

最
上
地
区

農
業
委
員
会
合
同
研
修
会

最
上
地
区

農
業
委
員
会
合
同
研
修
会
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月
１
日
、
最
上
地
方
農
業
委
員
会
協
議
会
が
主
催

す
る
令
和
６
年
度
最
上
地
区
農
業
委
員
会
合
同
研
修
会

が
、
今
年
度
開
学
し
た
東
北
農
林
専
門
職
大
学
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
同
大
学
農
業
経
営

学
部
の
小
沢
亙
氏
を
講
師
に
、「
東
北
農
林
専
門
職
大
学

と
地
域
〜
大
学
が
期
待
す
る
連
携
〜
」
に
つ
い
て
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　講
演
は
農
業
従
事
者
が
不
足
し
て
い
る
現
状
や
推
計

の
説
明
に
始
ま
り
、
東
北
農
林
専
門
職
大
学
の
紹
介
へ

と
進
み
ま
し
た
。
実
践
的
な
農
業
者
を
育
て
る
目
的
で

創
設
さ
れ
た
同
大
学
は
実
習
を
重
視
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
徴
的
な
の
が
、
臨
地
実
務

実
習
で
東
北
各
地
の
農
林
業
経
営
体
を
研
修
先
と
し
て

３
年
間
で
９０
日
間
通
う
と
い
う
も
の
で
す
。
大
学
が
期

待
す
る
連
携
の
実
現
に
向
け
て
は
、
学
生
達
と
積
極
的

に
交
流
を
持
つ
こ
と
が
農
業
委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
役

割
で
あ
る
よ
う
で
す
。 

（
新
庄
地
区

　三
原

　幸
一
）

　１１
月
１１
日
、
令
和
６
年
度
農
業
委
員
会
大
会
が
や
ま

が
た
県
民
ホ
ー
ル
（
山
形
市
）
で
行
わ
れ
、
当
委
員
会

で
は
１６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　開
会
行
事
に
始
ま
り
、
新
庄
市
農
業
委
員
会
の
浅
沼

玲
子
会
長
に
よ
る
農
業
委
員
会
憲
章
、
農
林
水
産
大
臣

表
彰
と
続
き
ま
し
た
。
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会
で
は
、
山
形
県
農
業
会
議
創
立
７０
周
年
記
念
講

演
と
し
て
「
農
業
委
員
会
系
統
組
織
が
歩
ん
だ
７０
年
と

今
後
の
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
、
農
業
委
員
会
制
度
の
変

遷
、
山
形
県
農
業
会
議
の
活
動
と
成
果
等
の
話
が
あ
り
、

「
村
、
地
域
な
く
し
て
農
地
は
動
か
せ
な
い
」
と
い
う

言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　ま
た
、
活
動
事
例
報
告
と
し
て
、
朝
日
町
農
業
委
員

会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
地
域
計
画
の
協
議
の
場
を
含
む
）
を
行

い
話
し
合
い
を
進
め
て
い
た
り
、
県
外
農
業
委
員
会
と

の
交
流
や
視
察

を
行
っ
た
り
と

活
発
な
活
動
が

紹
介
さ
れ
ま
し

た
。　最

後
に
大
会

宣
言
、
ガ
ン
バ

ロ
ウ
三
唱
を
行

い
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。
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　地所有者に対する意向

　の確認や農地台帳によ

　る情報管理。

②担い手への農地利用

　の集積・集約化のた

　め、農地の利用調整

　やあっせん

③農地等の利用最適化

　のため関係行政機関

　への意見の提出

④農業者年金の

　加入推進
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　昨
年
７
月
２５
日
か

ら
の
大
雨
で
、
多
く

の
方
々
に
被
害
が
及

び
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
復
旧
・
復
興
が

な
さ
れ
て
い
な
い
地
域
が
多
数
あ
り
ま
す
。

災
害
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
き
た
当
地
域

で
す
が
、
気
候
変
動
に
よ
り
毎
年
の
よ
う

に
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
農
業
委
員

会
と
し
て
も
復
旧
・
復
興
の
一
助
と
な
る

よ
う
に
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　今
、
市
内
４０
地
区
に
お
い
て
「
地
域
計

画
」
の
策
定
に
向
け
た
「
地
域
座
談
会
」

を
、
農
林
課
を
中
心
に
農
業
委
員
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
及
び
農
業
協
力
委

員
並
び
に
関
係
機
関
が
協
力
し
て
行
っ
て

お
り
ま
す
。
地
域
計
画
は
１０
年
後
の
「
農

業
を
担
う
者
」
を
明
確
に
す
る
た
め
の
大

切
な
プ
ロ
セ
ス
と
な
り
ま
す
の
で
、
地
域

の
実
情
に
沿
っ
た
計
画
に
な
る
よ
う
進
め

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、「
地
域
計
画
」
は
策

定
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
継
続
し
て
地

域
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
後
も
引
き
続
き
「
話
し
合
い
」
を
続
け

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
４
月
に
最

上
地
域
に
念
願
の
４
年
制
大
学
で
あ
る

「
県
立
東
北
農
林
専
門
職
大
学
」
が
開
校

し
ま
し
た
。
１１
月
１
日
に
は
、
同
大
学
大

講
義
室
に
お
い
て
同
大
学
教
授

　小
沢
亙

　農
林
業
経
営
学
部
長
よ
り
貴
重
な
お
話

し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
沢
氏
か

ら
農
業
委
員
会
に
期
待
す
る
役
割
は
「
若

者
、
新
規
就
農
者
と
地
域
の
よ
ろ
ず
相
談

役
」
と
い
う
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
を
心
に
と
め
「
若
者
、
新
規
就
農

者
」
が
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
良

き
相
談
役
と
な
り
、
ま
た
新
規
参
入
者
の

育
成
、
農
業
及
び
地
域
の
持
続
的
発
展
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

新
庄
市
農
業
委
員
会

　会
長

　浅
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し
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害
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確
認
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し
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。
多
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る
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の
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ら
れ
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を
感
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え
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を
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１
日
に
は
、
同
大
学
大

講
義
室
に
お
い
て
同
大
学
教
授

　小
沢
亙

　農
林
業
経
営
学
部
長
よ
り
貴
重
な
お
話

し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
沢
氏
か

ら
農
業
委
員
会
に
期
待
す
る
役
割
は
「
若

者
、
新
規
就
農
者
と
地
域
の
よ
ろ
ず
相
談

役
」
と
い
う
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
を
心
に
と
め
「
若
者
、
新
規
就
農

者
」
が
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
良

き
相
談
役
と
な
り
、
ま
た
新
規
参
入
者
の

育
成
、
農
業
及
び
地
域
の
持
続
的
発
展
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

新
庄
市
農
業
委
員
会

　会
長

　浅

　沼

　玲

　子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
稲
舟
班
）

謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
ま
す
。

本年もどうぞよろしくお願いいたします
浅

　沼

　玲

　子

笹

　
　
　行

　也

松

　田

　浩

　一

早

　坂

　浩

　樹

指

　村

　貞

　芳

森

　
　
　良

　一

下

　山

　秀

　一

奥

　山

　
　
　久

中

　鉢

　
　
　浩

五
十
嵐

　成

　生

田

　宮

　成

　彦

齋

　藤

　謙

　二

星

　川

　吉

　和

伊

　藤

　和

　彦

三

　原

　幸

　一

星

　川

　秀

　男

星

　川

　
　
　豊

佐

　藤

　喜
代
志

髙

　山

　光

　弥

今

　田

　供

　明

村

　形

　了

　一

三

　原

　康

　志

海

　藤

　芳

　正

笹

　
　
　寿

　明

松

　浦

　洋

　一

伊

　藤

　正

　美

清

　水

　哲

　夫

令和6年度新庄市農業委員会の活動
　７
月
２５
日
に
最
上
地
方
を
今
ま
で
に
な
い
豪
雨
が
襲

い
ま
し
た
。
大
雨
特
別
警
報
が
二
回
発
令
さ
れ
、
短
時

間
に
大
量
の
降
水
が
あ
り
、
各
所
で
河
川
の
氾
濫
や
土

砂
崩
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。

　事
後
対
応
と
し
て
新
庄
市
農
業
委
員
会
で
は
市
内
を

巡
回
し
、
農
地
等
の
被
害
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
多

数
の
農
地
の
崩
落
や
、
冠
水
に
よ
る
農
作
物
の
病
害
の

発
生
等
が
見
受
け
ら
れ
、
改
め
て
被
害
の
甚
大
さ
を
感

じ
て
き
ま
し
た
。

　近
年
は
異
常
気
象
に
よ
り
各
地
で
大
き
な
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
農
業
者
は
、
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
の
防
災
対
策
を

怠
ら
ず
、
被
害
を
最
小
限
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。　被

災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
切
に
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 

（
萩
野
地
区

　奥
山

　
　久
）

　１１
月
１
日
、
最
上
地
方
農
業
委
員
会
協
議
会
が
主
催

す
る
令
和
６
年
度
最
上
地
区
農
業
委
員
会
合
同
研
修
会

が
、
今
年
度
開
学
し
た
東
北
農
林
専
門
職
大
学
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
同
大
学
農
業
経
営

学
部
の
小
沢
亙
氏
を
講
師
に
、「
東
北
農
林
専
門
職
大
学

と
地
域
〜
大
学
が
期
待
す
る
連
携
〜
」
に
つ
い
て
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　講
演
は
農
業
従
事
者
が
不
足
し
て
い
る
現
状
や
推
計

の
説
明
に
始
ま
り
、
東
北
農
林
専
門
職
大
学
の
紹
介
へ

と
進
み
ま
し
た
。
実
践
的
な
農
業
者
を
育
て
る
目
的
で

創
設
さ
れ
た
同
大
学
は
実
習
を
重
視
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
徴
的
な
の
が
、
臨
地
実
務

実
習
で
東
北
各
地
の
農
林
業
経
営
体
を
研
修
先
と
し
て

３
年
間
で
９０
日
間
通
う
と
い
う
も
の
で
す
。
大
学
が
期

待
す
る
連
携
の
実
現
に
向
け
て
は
、
学
生
達
と
積
極
的

に
交
流
を
持
つ
こ
と
が
農
業
委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
役

割
で
あ
る
よ
う
で
す
。 

（
新
庄
地
区

　三
原

　幸
一
）

　１１
月
１１
日
、
令
和
６
年
度
農
業
委
員
会
大
会
が
や
ま

が
た
県
民
ホ
ー
ル
（
山
形
市
）
で
行
わ
れ
、
当
委
員
会

で
は
１６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　開
会
行
事
に
始
ま
り
、
新
庄
市
農
業
委
員
会
の
浅
沼

玲
子
会
長
に
よ
る
農
業
委
員
会
憲
章
、
農
林
水
産
大
臣

表
彰
と
続
き
ま
し
た
。

　大
会
で
は
、
山
形
県
農
業
会
議
創
立
７０
周
年
記
念
講

演
と
し
て
「
農
業
委
員
会
系
統
組
織
が
歩
ん
だ
７０
年
と

今
後
の
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
、
農
業
委
員
会
制
度
の
変

遷
、
山
形
県
農
業
会
議
の
活
動
と
成
果
等
の
話
が
あ
り
、

「
村
、
地
域
な
く
し
て
農
地
は
動
か
せ
な
い
」
と
い
う

言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　ま
た
、
活
動
事
例
報
告
と
し
て
、
朝
日
町
農
業
委
員

会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
地
域
計
画
の
協
議
の
場
を
含
む
）
を
行

い
話
し
合
い
を
進
め
て
い
た
り
、
県
外
農
業
委
員
会
と

の
交
流
や
視
察

を
行
っ
た
り
と

活
発
な
活
動
が

紹
介
さ
れ
ま
し

た
。　最

後
に
大
会

宣
言
、
ガ
ン
バ

ロ
ウ
三
唱
を
行

い
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
八
向
地
区

  

松
田

　浩
一
）

農業委員会の主な仕事

①優良農地の確保と有効

　利用のために、遊休農

　地所有者に対する意向

　の確認や農地台帳によ

　る情報管理。

②担い手への農地利用

　の集積・集約化のた

　め、農地の利用調整

　やあっせん

③農地等の利用最適化

　のため関係行政機関

　への意見の提出

④農業者年金の

　加入推進

《
農
業
委
員
》

《
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
》

豪
雨
災
害
に
つ
い
て

豪
雨
災
害
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
大
会

最
上
地
区

農
業
委
員
会
合
同
研
修
会

最
上
地
区

農
業
委
員
会
合
同
研
修
会
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・農地の貸借・売買・贈与を行いたい
・農地を転用して農業以外の目的に使いたい

申請・報告の締め切り　毎月末日（休日・祝祭日の場合はその前の平日）
農業委員会総会　　　　毎月25日（休日・祝祭日の場合はその後の日）

農地法の許可が必要です

まずは農業委員会へご相談ください

農地の権利移動には農業委員会の許可が必要です！

　農
業
委
員
会
で
は
、
７
月
２２
日
か
ら
約
１
カ
月
間
、
担
当
地
区
ご
と

に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た
農
地
利
用

状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
端
末
利
用
は
初
の
試
み
で
し
た
が
、
ｅ

Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
現
地
確
認
ア
プ
リ
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
現
在
地
・
所
有
者

・
地
番
な
ど
の
現
場
確
認
が
容
易
に
な
り
、
作
業
の
効
率
化
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は
、
紙
の
地
図
を
基
に
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
記

録
の
整
理
に
大
変
苦
慮
し
て
い
た
の
で
す
。
端
末
に
は
写
真
撮
影
や
現

状
メ
モ
の
入
力
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
、
地
図
と
調
査
結
果
と
の

紐
付
け
や
農
業
委
員
会
内
で
の
情
報
共
有
が
と
て
も
簡
単
に
な
り
ま
し

た
。　農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
遊
休
農
地
の
増
大
や
農
業
の
担
い
手
の
高
齢
化

及
び
後
継
者
不
足
と
い
っ
た
様
々
な
課
題
が
あ
る
中
で
、
農
地
利
用
の

最
適
化
の
実
現
を
目
指
し
て

毎
年
行
う
農
業
委
員
会
活
動

の
一
つ
で
す
。

　昨
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、

耕
作
が
継
続
で
き
な
く
な
る

農
地
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
農
業
委
員
会
で

は
、
農
地
を
守
る
立
場
と
し

て
、
農
地
を
有
効
活
用
で
き

る
よ
う
で
き
る
限
り
の
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
稲
舟
地
区

　髙
山

　光
弥
）

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た

　
　
　
　
　
　 農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　新
庄
市
で
は
平
成
２９
年
７
月
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
以
下

「
推
進
委
員
」
と
い
う
。
）
を
委
嘱
し
た
こ
と
で
、
現
在
の
農
業
委
員
１９

名
、
推
進
委
員
８
名
と
い
う
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
の
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
や
集
積
集
約
の
勧
奨
等
の
成
果
も
あ
り
、
令
和
５
年
度
末
時
点

で
推
進
委
員
の
設
置
基
準
（
遊
休
農
地
率
１
％
以
下
、
集
積
率
７０
％
以

上
）
を
上
回
る
状
況
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
こ
と
を
受
け
、
新
庄
市
農
業
委
員
会
で
は
今
後
の
新
庄
市
農
業

委
員
会
の
在
り
方
を
検
討
す
る
た
め
の
定
数
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

次
回
（
令
和
８
年
度
）
の
新
体
制
に
向
け
た
協
議
を
開
始
し
ま
し
た
。

推
進
委
員
の
委
嘱
を
継
続
す
る
か
否
か
、
農
業
委
員
の
定
数
を
何
名
に

す
る
か
な
ど
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
よ
り
良
い
農
業
委
員
会
の
体
制
作

り
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

座
長
（
会
長
職
務
代
理
者
）
笹

　
　行
也

　農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
令
和
５

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
従
来
の
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
が
「
地
域
計
画
」
に
法
定
化
さ
れ
ま
し
た
。

　新
庄
市
で
は
市
内
４０
地
区
に
地
域
計
画
を
策
定
す
べ
く
、
各
地
区
で

話
し
合
い
の
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
話
題
の
中
心
は

１０
年
後
の
地
域
の
「
農
業
を
担
う
者
」
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
す
。

　今
年
度
末
に
話
し
合
い
の
内
容
を
反
映
し
た
目
標
地
図
を
基
に
地
域

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
完
成
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
先
、
地
域
の
農
業
者
同
士
が
随
時
見
直
す
こ
と
で
、
地

域
計
画
に
描
い
た
未
来
が
現
実
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
萩
野
地
区

　奥
山

　
　久
）

地
域
計
画
策
定
迫
る

農
業
委
員
会
の
体
制
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
の
体
制
に
つ
い
て

◎農地中間管理事業の手数料について

◎手数料の概要
対象者

出し手農家
（所有者）

受け手農家
（耕作者）

対象となる契約 納付時期・方法

毎年11月の賃料支払いの際、
手数料を差し引いて支払いい
たします

手数料率

0.75％
年 間 賃 料
１万円の場合
手数料は75円

その他

・農地バンク事業の賃
　貸借契約の際に、出
　し手農家、受け手農
　家、それぞれの利用
　者から、毎年手数料
　のご負担をお願いし
　ます

公益財団法人　やまがた農業支援センター
農地中間管理事業課  ホームページ  http://www.yamagata-nogyo-sc.or.jp

令和６年10月以降に公告となる
・満期再契約
・更新
・新規契約から

★直ちにすべての契約が対象とな
　る訳ではありません
★実際の納付は令和７年11月から

◆詳しくは、やまがた農業支援センターのホームページをご覧ください ホームページ
二次元コード

※使用貸借の場合、手数料は発生しません

令和７年から農地中間管理事業の利用には
　　　 『手数料』のご負担をお願いします

　農地中間管理事業の運営には、やまがた農業支援センターの自主財源を一部充当している経費があり、この負担
が年々増加しています。
　このため、将来に向けて持続的、安定的にこの事業をご利用いただけるよう、利用者の皆様に一部ご負担をお願
いすることといたしました。
　なにとぞ皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

【お問い合わせは】
　　◎農地中間管理事業については …… 最寄りの 市町村農政担当課 または 農業委員会 まで、  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※当センターでは、この事業の相談窓口を各市町村にお願いしております。

　　◎手 数 料 に 関 し て は ……  やまがた農業支援センターまでお願いします。

毎年11月の賃料支払いの際、
手数料を上乗せして納入いた
だきます

大切な
お知らせ

分散した農地利用 集約化した農地利用
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・農地の貸借・売買・贈与を行いたい
・農地を転用して農業以外の目的に使いたい

申請・報告の締め切り　毎月末日（休日・祝祭日の場合はその前の平日）
農業委員会総会　　　　毎月25日（休日・祝祭日の場合はその後の日）

農地法の許可が必要です

まずは農業委員会へご相談ください

農地の権利移動には農業委員会の許可が必要です！

　農
業
委
員
会
で
は
、
７
月
２２
日
か
ら
約
１
カ
月
間
、
担
当
地
区
ご
と

に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た
農
地
利
用

状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
端
末
利
用
は
初
の
試
み
で
し
た
が
、
ｅ

Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
現
地
確
認
ア
プ
リ
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
現
在
地
・
所
有
者

・
地
番
な
ど
の
現
場
確
認
が
容
易
に
な
り
、
作
業
の
効
率
化
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は
、
紙
の
地
図
を
基
に
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
記

録
の
整
理
に
大
変
苦
慮
し
て
い
た
の
で
す
。
端
末
に
は
写
真
撮
影
や
現

状
メ
モ
の
入
力
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
、
地
図
と
調
査
結
果
と
の

紐
付
け
や
農
業
委
員
会
内
で
の
情
報
共
有
が
と
て
も
簡
単
に
な
り
ま
し

た
。　農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
遊
休
農
地
の
増
大
や
農
業
の
担
い
手
の
高
齢
化

及
び
後
継
者
不
足
と
い
っ
た
様
々
な
課
題
が
あ
る
中
で
、
農
地
利
用
の

最
適
化
の
実
現
を
目
指
し
て

毎
年
行
う
農
業
委
員
会
活
動

の
一
つ
で
す
。

　昨
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、

耕
作
が
継
続
で
き
な
く
な
る

農
地
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
農
業
委
員
会
で

は
、
農
地
を
守
る
立
場
と
し

て
、
農
地
を
有
効
活
用
で
き

る
よ
う
で
き
る
限
り
の
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
稲
舟
地
区

　髙
山

　光
弥
）

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た

　
　
　
　
　
　 農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　新
庄
市
で
は
平
成
２９
年
７
月
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
以
下

「
推
進
委
員
」
と
い
う
。
）
を
委
嘱
し
た
こ
と
で
、
現
在
の
農
業
委
員
１９

名
、
推
進
委
員
８
名
と
い
う
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
の
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
や
集
積
集
約
の
勧
奨
等
の
成
果
も
あ
り
、
令
和
５
年
度
末
時
点

で
推
進
委
員
の
設
置
基
準
（
遊
休
農
地
率
１
％
以
下
、
集
積
率
７０
％
以

上
）
を
上
回
る
状
況
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
こ
と
を
受
け
、
新
庄
市
農
業
委
員
会
で
は
今
後
の
新
庄
市
農
業

委
員
会
の
在
り
方
を
検
討
す
る
た
め
の
定
数
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

次
回
（
令
和
８
年
度
）
の
新
体
制
に
向
け
た
協
議
を
開
始
し
ま
し
た
。

推
進
委
員
の
委
嘱
を
継
続
す
る
か
否
か
、
農
業
委
員
の
定
数
を
何
名
に

す
る
か
な
ど
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
よ
り
良
い
農
業
委
員
会
の
体
制
作

り
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

座
長
（
会
長
職
務
代
理
者
）
笹

　
　行
也

　農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
令
和
５

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
従
来
の
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
が
「
地
域
計
画
」
に
法
定
化
さ
れ
ま
し
た
。

　新
庄
市
で
は
市
内
４０
地
区
に
地
域
計
画
を
策
定
す
べ
く
、
各
地
区
で

話
し
合
い
の
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
話
題
の
中
心
は

１０
年
後
の
地
域
の
「
農
業
を
担
う
者
」
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
す
。

　今
年
度
末
に
話
し
合
い
の
内
容
を
反
映
し
た
目
標
地
図
を
基
に
地
域

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
完
成
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
先
、
地
域
の
農
業
者
同
士
が
随
時
見
直
す
こ
と
で
、
地

域
計
画
に
描
い
た
未
来
が
現
実
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
萩
野
地
区

　奥
山

　
　久
）

地
域
計
画
策
定
迫
る

農
業
委
員
会
の
体
制
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
の
体
制
に
つ
い
て

◎農地中間管理事業の手数料について

◎手数料の概要
対象者

出し手農家
（所有者）

受け手農家
（耕作者）

対象となる契約 納付時期・方法

毎年11月の賃料支払いの際、
手数料を差し引いて支払いい
たします

手数料率

0.75％
年 間 賃 料
１万円の場合
手数料は75円

その他

・農地バンク事業の賃
　貸借契約の際に、出
　し手農家、受け手農
　家、それぞれの利用
　者から、毎年手数料
　のご負担をお願いし
　ます

公益財団法人　やまがた農業支援センター
農地中間管理事業課  ホームページ  http://www.yamagata-nogyo-sc.or.jp

令和６年10月以降に公告となる
・満期再契約
・更新
・新規契約から

★直ちにすべての契約が対象とな
　る訳ではありません
★実際の納付は令和７年11月から

◆詳しくは、やまがた農業支援センターのホームページをご覧ください ホームページ
二次元コード

※使用貸借の場合、手数料は発生しません

令和７年から農地中間管理事業の利用には
　　　 『手数料』のご負担をお願いします

　農地中間管理事業の運営には、やまがた農業支援センターの自主財源を一部充当している経費があり、この負担
が年々増加しています。
　このため、将来に向けて持続的、安定的にこの事業をご利用いただけるよう、利用者の皆様に一部ご負担をお願
いすることといたしました。
　なにとぞ皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

【お問い合わせは】
　　◎農地中間管理事業については …… 最寄りの 市町村農政担当課 または 農業委員会 まで、  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※当センターでは、この事業の相談窓口を各市町村にお願いしております。

　　◎手 数 料 に 関 し て は ……  やまがた農業支援センターまでお願いします。

毎年11月の賃料支払いの際、
手数料を上乗せして納入いた
だきます

大切な
お知らせ

分散した農地利用 集約化した農地利用
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三
原

　幸
一
委
員
（
新
庄
班
）

髙
山

　光
弥
委
員
（
稲
舟
班
）

奥
山

　
　久
委
員
（
萩
野
班
）

松
田

　浩
一
委
員
（
八
向
班
）

農
委
広
報
編
集
委
員

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
近
年
は
毎
回
の
よ
う
に
編
集
後

記
で
異
常
気
象
に
つ
い
て
書
か
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
も
最
上
郡
に
大
変
な
水
害
が
起

こ
っ
て
し
ま
い
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
は
復
旧
に
む
け
て
の
ご
苦

労
お
察
し
し
ま
す
。

　
ま
た
新
規
就
農
者
数
が
９
年
連

続
東
北
ト
ッ
プ
の
３
８
３
人
と
い

う
喜
ば
し
い
出
来
事
が
あ
る
反
面
、

高
齢
化
な
ど
で
年
間
１
４
０
０
人

ほ
ど
の
離
農
が
続
い
て
い
る
デ
ー

タ
も
あ
り
数
字
だ
け
で
考
え
る
と

農
業
人
口
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い

く
状
況
で
す
。
自
分
の
農
地
や
集

落
の
農
地
の
未
来
を
考
え
る
機
会

と
し
て
新
し
く
法
定
化
さ
れ
た
地

域
計
画
（
旧 

人
農
地
プ
ラ
ン
）と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
集
落
農

地
の
今
後
に
つ
い
て
、
地
図
を
広

げ
皆
さ
ん
で
考
え
よ
う
と
い
う
取

組
で
今
後
検
討
会
等
が
あ
れ
ば
積

極
的
に
参
加
し
て
話
し
な
が
ら
考

え
る
い
い
機
会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
な
か
な
か
一
筋
縄
で
は
い
き
ま

せ
ん
が
今
年
こ
そ
は
穏
や
か
な
１

年
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

    

（
稲
舟
地
区
　
髙
山
　
光
弥
）

農
業
経
営
に
役
立
つ
情
報
！

　
農
業
経
営
に
役
立
つ
情
報
が
満
載
、
農

業
の
「
担
い
手
」
の
育
成
や
そ
の
経
営
発

展
に
役
立
ち
ま
す
。

く
ら
し
や
生
活
に
役
立
つ
！

　
「
食
」
や
健
康
、
生
活
の
ア
イ
デ
ア
、

趣
味
な
ど
、
暮
ら
し
や
生
活
に
役
立
つ
話

題
も
豊
富
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

家
族
み
ん
な
で
お
読
み
い
た
だ
け
ま
す
。

少
な
い
負
担
で
購
読
で
き
る
！

　
購
読
料
も
月
７
０
０
円
と
少
な
い
負
担

で
ご
購
読
い
た
だ
け
ま
す
。

購
読
の
申
し
込
み
は

　
新
庄
市
農
業
委
員
会
ま
で
！

　
（
℡
０
２
３
３
ー
２
９
ー
５
８
３
９
）

　
相
続
等
に
よ
り
農
地
の
権
利
を
取
得
し

た
時
は
、
農
業
委
員
会
に
そ
の
旨
を
届
出

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
届
出

を
し
た
者
は
、
１０
万
円
以
下
の
過
料
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
遠
方
に
お
住
ま
い

の
方
が
農
地
を
相
続
し
、
自
身
で
管
理
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
な
ど
、
借
り
手
を

探
す
な
ど
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
へ
相
続
の

　
　

 

届
出
は
お
済
み
で
す
か

農業者年金に加入しませんか？農業者年金に加入しませんか？
農業者の方なら広く加入できる農業者年金にはたくさんのメリットがあります！

しっかり積み立て、がっちりサポート安心で豊かな老後を

・少子高齢化時代に強い
　｢積立方式・確定拠出型」 農業者年金に加入できる人は？

農業者年金に加入できます！！

①国民年金第１号被保険者
②年間６０日間以上の農業従事者
③年齢が２０歳以上６０歳未満

①～③全て満たす場合は・社会保険料控除などの税制面優遇

　不利累計額が万が一マイナスになった場合は不利
　準備金を補填し､マイナス相当額が補填されます。

・自由に選択・変更できる
　保険料（月額2万～6万7千円）

・若くから農業の担い手として頑張る人を応援！
　保険料の国庫補助を受けられます
　※国庫補助を受けるには要件があります

・終身年金  80歳前に亡くなった場合は
　死亡一時金が遺族に支給

詳しくは
こちらへ→

TEL 03-5919-0371（専門相談員）
TEL 03-5919-0332（企画調整室）

独立行政法人 農業者年金基金
・積立金がマイナスとならないよう
　措置がされます

編

集

後

記

農
業
委
員
会
へ
相
続
の

　
　

 

届
出
は
お
済
み
で
す
か

事 務 局 か ら の お 知 ら せ


